
　月に 1度ずつ沼袋地域センターで行っ
ている勉強会も、今年度で 11回を数え
ました。新聞第 1号では、４～６月の活
動を、新聞第２号では７～９月の活動を
紹介しました。そこで第３号となる本号
では、１０月～３月を中心に紹介してい
きたいと考えています。
　１０～３月と間隔が少し空いてしま
いましたが、様々な活動がありました。
１０月には丸山塚祭りでの発表。多くの
皆さんに活動を知って頂くとともに楽
しんで頂くことができました。１１月に
は広域からみた沼袋、そして商店街での
展示。忙しく活動した月でしたが、新た
な知識を学ぶとともに、実りある月でし
た。１２月には年末としての中間まとめ。
活動の再確認をし、これから歩いていく
方向を見定めました。年も明け１月には
１１月ＷＳでの広域のネットワークを踏
まえた計画の整理。検討してきた計画案
がより一段と具体性をもって考えること
ができました。２月には小学生ＷＳ。新
鮮な意見をもらい柔軟な考え方を学びま
した。３月にはこれまでの成果のまとめ。
一年間という重みを感じました。
　これからより具体的に他地域との交流
も含め活動していきます。ぜひ、みなさ
んの貴重な意見をお寄せください。
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　最近すっかり暖かくなり、また春がやって

きたんだなぁと実感する毎日でありますが、

皆様はいかがお過ごしでしょうか。

　早いもので、沼袋駅周辺まちづくり勉強会

の活動も 2年目の春を迎えています。昨年度、

この勉強会では毎月のＷＳを通して沼袋の魅

力や課題などの現状、そして沼袋の将来像、

さらに交通など安全性や利便性を含めた広域

ネットワークの検討など、様々な活動をして

まいりました。

　このような活動を通じて最も大きな成果だ

と思えるのは、真剣に自分たちのまちを語り

合える多くの仲間ができ、沼袋を再確認する

ことでさらに好きになれたことではないかと

思うのです。

　これから沼袋は大きく変わろうとしていま

す。私たち住人の誰もが沼袋が好きだと思え

るよう、さまざまな立場の人たちの参加を願

っています。どうぞこれからも沼袋駅周辺ま

ちづくり勉強会をよろしくお願いします。

沼袋勉強会代表　小林交成

沼袋駅周辺まちづくり勉強会 スケジュール

報告会

広域まちづくりコンセプト検討
交通シミュレーション

交通ネットワークの現状、課題を整理し、まち全体にどのような影
響を与えているかを考えました。合同ＷＳを通じて沿線地域の共通
認識として交通のことを学ぶことができました。  

交通ネットワークの検討ままち⇔交通

10月

11月

12月

1月

2月

3月

今までの話し合いを生かし、今まで出てきた前提条件をもって計画
案の検討を行いました。交通処理の方法からうまれた４案の基本コ
ンセプトの理解を進めました。  

計画案の検討 周辺を含めた計画の整理

これまでの活動を振り返り、まちづくり勉強会をどう進めていけば
良いかについて話し合いました。まちに対する熱い思いや、将来像
など様々な意見が交換されました。

中間まとめ これからの活動を考えよう

１年間の活動を振り返り、将来像を提案しました。そして、来年度
の活動にむけた課題について話し合いました。  

1年のまとめ これまでの成果のまとめ

沼袋小学校にて４年生の生徒たちに沼袋の将来像を２回にわたって
考えてもらいました。子供ならではのおもしろい発想、大人顔負け
のしっかりした意見など、とても有意義な会となりました。

子供ＷＳ

上半期の成果を模型やパネルで紹介し、幅広い住民のみなさんに伝
え楽しんで頂くことができました。

丸山塚祭り

丸山塚祭りと同様に、これまでの成果を模型やパネルで紹介し、幅
広い住民のみなさんに伝え楽しんで頂くことができました。

商店街空き店舗

沼袋駅周辺まちづくり勉強会発足'04.04
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新年度のはじまり～これからも活動はつづく・・・
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■2004年 11月 25日（木）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　
目的：これから考えていかなければならない広域的な問題について、どのような考え方が
できるのかを、沿線地域の共通認識とするために地域の交通のことを学びました。

沼袋・新井薬師合同WS

■ 2005年 12月 13日（月）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　
目的：これまでの活動を振り返り、まちづくり勉強会をどう進めていけば良いかについて
話し合いました。

これからの活動を考えよう！

■2005年 01月 25日（火） 19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　
目的：今までの話し合いを生かし、今まで出てきた前提条件をもって計画案の検討を行いま
した。交通処理の方法からうまれた４案の基本コンセプトの理解を進めました。

周辺を含めた計画を整理しよう！

STEP 1
　１２月までのスタディ案の検討での
皆さんのご意見、そして広域的な分析
なども踏まえた上で、再度組み直した
４つのスタディ案を発表しました。

STEP 2
　こういった案を実現させるにあたっ
て、どんな整備手法が考えられるの
か？など、少し現実的な面を考慮した
話し合いもなされました。

STEP 1
　早稲田大学浅野教授の講義を通し
て、中野区の交通の現状や望ましい交
通の考え方などについて、両勉強会メ
ンバーが共に勉強しました。

STEP 2
　交通の視点からまちを考え、整備の
際の交通システムへの影響などについ
て話し合いました。また、最後には両
勉強会でエール交換をしました。

こんな質疑応答がありました
・踏切がなくなると今よりさらに交通量
が増えるのでは？そういったバッドケー
スはどうしたら回避できるか ?
→通過交通が増えたケースはある。立体
交差だけでなく、周辺を含めた「交通マ
ネジメント」や「地域のまとまり」が大切。

・ 少子高齢化、人口減少が予測される中
で、交通計画のまちづくりの展望は ?
→交通はあくまでまちづくりのきっかけ。
交通で何でも解決する訳ではない。まち
づくりにおいて人口減少を考えるなら、1
人当たりの使える面積が増えることをど
う活かすかを考える必要がある。

STEP 1
　４月からこれまでに進めてきた各勉
強会で、どんなことを行い、どんなこ
とを話し合ったのかをスライドで振り
返りました。

STEP 2
　これまで話し合ってきた内容を再確
認した上で、これからの勉強会やその
他のまちづくり活動をどう持続させて
いくかを話し合いました。

魅力 課題

・写真の右側の南北交通は良いと思う
・開発にかかる時間が短くてすみそう
・実現性が高い、具体的にイメージし
やすい
・イベント広場がよい
・今までの街を、そのまま利用した改
善案でわかりやすい。自然な感じがす
る。跡地をそのまま利用する様な感じ。

・商業的な施設等のスペースが少ない
・駅前の交通が煩雑になる様な気がす
る
・商店街の通過交通も多く買い物通り
としてどう解決するか
・商店街の時間帯車輛通行止めの検討、
東西交通をどうするか。現在は、車で
駅から北へ向かう場合にとても不便
・バス通り、商店街通り今のままでい
いのか？という感じがある

まちづくり勉強会

沼袋
あれ

これ

こんな意見が出ました
・駅や商店街についてコンセプトを明確
にしていく必要がある。
・勉強会の成果をより発展させるため、
多様な主体が恊働していく必要がある。



10■2005年 03月 09日（水）19：00～ 21：00　沼袋地域センター　　
目的：１年間の活動を振り返り、３班に分かれて将来像を提案しました。そして、来年度
の活動にむけた課題について話し合いました。

こんな意見が出ました
・人と人、人とまちがつながるまちづくり
・リングで四季ネットワーク
・地元に愛される人情味商店街づくり

これまでの成果をまとめよう！

STEP 1
　３班に分かれ、駅周辺、線路跡地、
駅前商店街について、将来に向けた提
案と実現するための課題とを合わせて
考え、パネルを作成していきました。

STEP 2
　各班のまとめを発表し、他の班のま
とめと比べてみることで、沼袋が持つ
将来の可能性、来年度により深く考え
ていくべきテーマを確認しました。 成果品

壱
　自分やまちの将来
を絵馬に書き込んだ
り、沼袋の地図の中
に動物を探したりし
ました。

まちに対して情報を発信しよう１

□目的
　普段勉強会に参加できない主婦やサラ
リーマン、また沼袋駅を利用している学
生方々に勉強会の活動を知ってもらうた
め、沼袋商店街通り沿いの空き店舗をお
借りして一週間弱の展示を行いました。

弐

地域との活動
■2004年 10月 24日（日） 　丸山塚公園、わいわい祭

まちに対して情報を発信しよう２地域との活動
■2004年 11月 23日（火）～28日（日）　沼袋商店街通、空き店舗

□目的
　沼袋駅周辺まちづくり勉強会の活動を
より多くの人に知ってもらえるように、
「わいわい祭」に半年間の成果をパネル
や模型などで展示しました。

□内容
　当日は沢山の親子連れの方が来てくだ
さって、絵やまちづくり絵馬等を書いた
り、模型を触ったりと楽しみながらまち
の事を皆さんと一緒に考える事が出来ま
した。

□内容
　これまでの活動の成果や勉強会で出た
生の声を張ってあるシート、沼袋の現況
模型等が展示されました。また、わいわ
い祭りに続き、多くの子供達がまちづく
り絵馬を書いてくれました。

　模型が皆さんの注目の的となった事も
あり、通学途中の学生や子供達等毎日多
くの方が訪れ、色々な立場からのまちへ
の思いを伺う事が出来ました。



編集後記　～おわりに～

コラム・「20年後の沼袋のまちを考えて」
沼袋小学校　４年生担任教師 金子 佳生

参
□目的
　沼袋の今後のまちづくりの主役となる
小学生たちにもっと自分たちのまちの事
に興味を持ってもらえるように、２日間
に渡るワークショップを行いました。

子供たちとまちの将来を考えよう地域との活動
■2005年 2月 04日（金）、08（火） 　沼袋小学校

□内容
　20年後の沼袋でのある１日の絵日記を
一人一人が書きました。そして６つのグ
ループに別れ、大きな地図にみんなの活
動を載せて将来のマップを作りました。

　駅、平和の森公園、駅前商店街・・・様々
な場所に楽くい提案をたくさんしてくれ
ました。

　「みんなが沼袋のまちを良くしようと考えていたり、まちのことを考
えていたりしたのを知って驚いた。」、「踏み切りがなくなる計画を知っ
て嬉しかった。」など、これらは学習を終えた子どもたちの感想である。
子どもたちがいかに自分達の住んでいるまちに愛着があり、より住み
やすくしたいと願っていることが良く分かった。だから、遊園地や図
書館、サッカー場、緑溢れる広場など、夢いっぱいのまちを考えたのだ。
また、中には沼袋小をいつまでも残しておいて欲しいという切ない意

見もあった。子どもたちが自分の
まちを誇りに思え、夢を持てるよ
うな沼袋のまちになればと心から
思わせた取り組みだった。


